
1 9　8　8.1 0.　NA5　6

-- 

業欝童至難警=:髭I登業苦二 ��勍i十十十∴十王㌦㌧ 倬f�6��粨�ﾇ(*ｹ5ｸ肘d����

｢管　理　型｣雑　感

200カイリ体制10年目の状況という主旨

で,昨年まで2回開催されてきた国際環境の変

化と遠洋漁業の再編に関するテーマに対して,

今年度はいわば対内的な側面をァ-マに選択し

たものである｡しかし, ｢管理型漁業論｣は今

日さまざまな批判にあるにせよ,これが今後の

沿岸漁業や施策のあり方として全国的にブーム

を呼ぶような状況にあることは事実であり,ま

た従来の漁業の成長路線の失敗の反省のうえに

あるとする意見もあり,いずれにせよ学会がこ

れまでの歴史的な流れの中で刻印しておかなけ

ればならないテーマであったことは間違いない

と思う｡

｢管理型漁業｣という言葉が即日的な意味で,

それが資源の維持･保存に力点をおいたものな
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のか,操業の調整のことなのか,あるいはSY

レベルの実現のことなのかよく判らないという

疑問も大いにあろうが,私としては,論者の簾

極的論旨が今後の日本漁業の生産諸関係の変化

に基本的に係わる部分があったことを重要視し

ている｡この点に関し大会シンポの個人的感想

を述べておきたい｡

◇　　　　　　◇　　　　　　◇

｢管理型｣と許される具体例はじつにさまざ

まな形熊をとってあらわれている｡むしろ,也

域的バラエティが存在することにこの間題の本

質があると思う｡今日の沿岸漁業生産力の維持
･発展方策は産地の個別･具体性がきわめて強

いo ｢自然と資源を生かした産地開発｣の一環

としての｢管理型｣は,主産地形成(産地間競

争)の新たな手段として機能している感じが強

い｡これは私の調査の実感でもある｡沿岸｡近

海漁獲物の消費･市場環境の変化がこの背後に

はある｡生鮮食品のマーケットは相対的にはさ

ほど大きな成長が予想されるものではないが,

内容的には漁獲物の商品細分化は一層助長され

ている｡小口少量多頻度流通技術の普及は新た

な品質の差別化競争をもたらしたといえる｡こ

こに｢管理型｣の漁業運動の成否がかかってい

るといってもよい. ｢管理型｣運動によって全

体として漁家,及び漁業操業者の滅少に歯止め
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がかかる訳ではない｡､むしろ事態は全く逆で,

産地,及び経営体再編の動きが新しい装いをも

って強められるであろう｡

沿岸漁獲物の価値生産競争がかような状況の

中で注目される事態の一端は今日の｢活魚ブー

ム｣や,百貨店等での｢鮮魚ブーム｣が物語っ

ている｡

要するに,こうした状況の下で高い漁場地代

的利益の専属的取得が実現する地域があるから

といって,それを｢不労所得｣の社会的収用の

問題として議論することは適当ではないのでは

ないか｡

◇　　　　　　◇　　　　　　◇

｢管理型｣は日本漁業の再編方式のひとつと

いわれる｡その経営的実態はなにか.目合いの

選択にせよ,シミレーションに基く漁業管理に

せよ,この｢管理技術｣の役割は従来のように

可及的な生産墓拡大をのぞまないようにするも

の,あるいは直接生産の拡大を抑止するものと

位置づけられるにとどまらない｡むしろ, (逮

択的に獲ることをふくめ)あまり獲らないこと

で経営の保証される生産体系を志向しているよ

うにみえる,だとすれば,それは従来の｢管理

技術｣概念の変更を意味するものであろう｡

従来使用漁船,使用網数,施設台数,投資規

模,そして装備の整備の程度などを｢経営近代

化｣の指標(凝争条件)として,行政もこれを

あとおししてきた.競争の内容もこれに係わる

ものであった｡ ｢管理型｣がこの生産力発展の

規定性を変革する,いわば｢近代化｣のアンチ

テーゼを意味するものなのか｡技術の発展は,

ソフトの技術の発展をふくめて｢管理｣の内容

も変えるような状況ではある｡競争条件も変化

している｡ ｢管理型漁業論｣は,無論漁業技術

論の再考をふくめ,従来の漁業生産構造が今後

とも生産力の基本的指標とならないといった意

味での生産力概念の止揚･再構築を考えている

のか｡

あえて｢管理型｣を業界で取り上げる意義は

こうした今日的問題意識とも係わりがあったか

らだと思うが｡

◇　　　　　　◇　　　　　　◇

｢先取り競争の制御｣ (長谷川)ち, ｢漁協

主導による漁業管理諸形態｣ (山本)ち,基本

的には｢個別経営｣をベースにしたもののよう

である｡ ｢プール制｣や｢共同計算｣という事

例も出された｡これらは昔推奨の対象であった

｢共同経営｣とどう違うのか｡

経営形態･経営様式の再編のことについては

ほとんど話題にならなかった｡沿岸漁家の再生

産の問題として,後継者不足や就業者の高令化

の問題は自営的な経営対応の中で克服可能であ

ろうか.現代社会における′J､経営の存在意義の

問題を考慮したとしても,家族労作経営の維持
･再生産の見通しはきわめて暗いといわざるを

得ない状況である｡

｢管理型｣の推奨者は,その頼極的な評価と

いう点に関して.たんに個別漁獲競争の抑制効

果を期待するにとどまらず,個別経営様式の変

革の問題にまで踏み込んだ展望を打ち出すべき

ではなかったのか.経営形態の問題などは全く

意識されないのであろうか｡それとも高度成長

期の｢中核漁民｣ (家族経営)をなお基礎とし

て今日の漁家経済問題の克月別ま可能と考えられ

ているのであろうか｡今回の｢管理型｣のテー

マから今日の漁業経済問題にどのようにアクセ

スすべきか,基本的に論じられる課題はあった

筈である｡

1 9 8 8年漁業経済学会第3 5回大会に参加して

山　鳥　政　博

去る5月28, 29日の両日に開催された漁　業経済学会は,私には極めて意義深いものであ
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ったoこれまで本学会の動向については,折り

にふれて友人･先輩からうかがう機会はあった

ちのの,海外に居住していたこともあって実際

に参加することはなかった｡今年始めて参加の

機会を得, ｢般報告で拙い調査結果を報告させ

ていただくとともに,他の会員の方々の報告と

それをめぐる貴重な議論を拝聴することができ

た｡さらに, 29日に行なわれたシンポジウム

では,長谷川彰･平沢豊･山本辰義･増田洋先

生がそれぞれの視点から報告を行なわれ,これ

までの議論および現状を踏まえた優れた論点開

示,それを踏まえた参加者の白熱した議論を拝

聴することができた｡残念ながら私の能力では,

一般報告,シンポジウムに提出された示唆に富

む報告内容と,突っ込んだ質疑および応答のす

べてを把握することはできなかったが,今何が

問題とされているのかをおぼろげながらも強郭

として掴むことができたのは大きな収穫であっ

た｡

東南アジアの漁業に興味を抱いている私にと

って, ｢資源管理｣の在り方はとくに大きな関

心事であった｡長谷川先生が報告要旨の冒頭で

述べておられるごとく,魚介類は労働によって

環境との直接的結びつきを切り離される,天然

に存在する労働対象である.この天然の生物資

源の取得をめぐって,東南アジアでは近代的漁

具と漁法の導入を契機に激烈な瀕争が繰りひろ

げられてきた｡ ｢早いもの勝ち｣という原理に

つき動かされて,想像を絶するほどの多数の漁

船が,その規模の大′｣＼を問わず漁場に入り乱れ

ている(国,地域によって様相は多少異なるが)0

しかし,早期に近代的かつ効率的な漁具･漁法

を導入しえた一部の漁民の他は,彼らは｢早い

もの勝ち｣によって最大限の利得を得る機会に

恵まれ,またそれによって一層の資本･労働を

投入しえたが,大部分は資源獲得顔争から脱落

し,沿岸零細漁業に滞留したままとなっている｡

こうした事態は何も階層に限ったことではない｡

地域間の不均衡が年を追うごとに大きくなり,

先発地域の近代的漁業の発展には目を見張らさ

れるものがある一方,後発地域は従来のままで,

全体の発展からも大きくとり残されている｡階

層間と地域間格差の同時的進行を目の当たりに

するにつけ,漁獲漁業がもつ本来的特性を改め

て認識する次第である｡

ご暴知のように,近年" small-scale

fisheries "をめぐる資源･社会経済的諸問

題が活発把議論され,このままでは発展の展望

を持ちえない沿岸零細漁民の生産･生活向上を

めざす各種プロジェクトが実施されている｡さ

らに,全体の漁獲努力量と資源立のアンバラン

スの調整についても真剣な取り組みが行なわれ

ている0本学会での示唆に富む報告･議論が,

これら東南アジア地域の様々な取り組みに役立

つことを期待してやまない｡

第3　5回漁業経済学会大会

5月28日, 29日の両日,東京水産大学に

おいて,第3 5回大会が開催されました｡

第-日目, 1 0題の一般報告がなされ,第2

日目のシンポジウムは, ｢ 『資源管理型漁業』

の現代的意義｣が日程通り実施され,多数の参

加者のもと,活発な討論が行われました｡

大会プログラムは次の通りです｡

学会事務局

㊥一般報告

1.戦後における漁家経済の推移からみた全体

社会規模の経営強制について

気象庁　酒井　俊二

2.太平洋北部海域における小型機船底曳網漁

業経営の展開と存立条件

北海道大学大学院　板倉　信明
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3.沿岸漁船漁業の存立条件

三重大学　長谷川健二

4･ ｢自己構成する経済と技術｣と漁業･重美

三重大学　浦城　晋-

5.活魚流通の現状と問題点　一主として大阪

を中心に-

大阪市水産物卸協同組合　酒井　亮介

6.東南アジアにおける漁民協同組合粗放の展

開方向をめぐって　-タイ漁民グループの成

立･普及･衰退過程の分析を中心に-

広島大学　山尾　政博

7.技術進歩-の適用としての資源管理型漁業

一福島県磯部漁協を事例として一

東京水産大学大学院　佐久間美明

8.噴火湾ホクテガイ養殖業の漁菜管理と漁業

経営

北海道大学　宮沢　晴彦

9.駿河湾サクラエビ漁業におけるプール制管

理の経済効果

東京水産大学　馬場　　治,

-ンドヨ･-ノレ･ヌゴロホ,長谷川　彰

10.資源と市場の大きさが変動する場における

ブール計算性の果たす役割　- ｢資源管理型

漁業｣の批判的考察一

東京水産大学　水口　憲哉

㊨シンポジウム

テーマ: 『資源管理型漁業』の現代的意義

1･ ｢資源管理型漁業｣の論理とタイプ

東京水産大学　長谷川　彰

2･資聴管理型漁業における漁協の役割

漁協経営センター　山本　辰義

3･沿岸漁業政策の推移と資源管理型漁業

北海道大学　増田　　洋

4･沿岸漁場の過密競争的利用と資源管理型漁

業　　　　　　　　　　　　　平沢　　豊

5.コメンテーター　米田一二三,鈴木､旭

6.総　合　討　論

司会　加瀬　和俊,長谷川健二

㊨総会議事(抄録, 1988.5.28)

議長(米田一二三)選出,代表理事(中井昭)

の挨拶の後,議事に移った.

1.昭和6 2年度事業報告及び蔑認

6 2年度の活動報告,会誌発行,短信発行

等｡

2.昭和6 2年度会計報告及び承認

6 2年度決算報告,同監査報告及び承認

(別掲資料1参照)

3.昭和6 3年度予算案の東認(別掲資料2参

照)

別格　1　　　1 987年&決■報告(1987.4-1988.3)

l　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　支出の辞

(円)

科目 冰ﾈ撮�決■ 剔搆ｸ �盈｢�予* 佇┤B�増減 

会★ ��貳�ﾄ�ﾄ��816,950 �283.050 ���8ﾟﾂ｢�1,3DD,080 白經迭�#���-295.218 

カンパ �#�������213,DOG �-13.800 �,ｩ�ﾙJﾙ�r｢�2DD.ODO ��ｳS津Sc��40.440 

会議売上 塔�ﾃ����185,600 �-lo§.608 倬hｺｸｼr｢�60,000 �3R繝�R�24.185 

大会収入 ���ゅ����122 ������ｲ�-22.000 ��ﾂ｢�60,ODO 都b繝c��-16,868 

寄常金 �3S�腑��35D �����8 ��X檍��B�200.000 �##"ﾃ33R�-22.335 

雑収入 田����亅��97 �#S2�-37.253 儿��(ｾ��2｢�43,DOG 10.Don 鼎�緜�����1.400 10.000 

小計 白繝����8ﾓ��1,784 塔�7B�105.197 

前期繰越金 ����ｳ�"繝Cb�I,102 l 塔Cb�0 傅ﾈﾇb�1.873.t]OD �"ﾃ�8爾�3モ�-258,388 

繰越金 白�?｣津イb�756.281 �3c2經コ�

合計 �"纉�"ﾃイb�2.887,649 剞�5.197 俘xﾇb�2,992,846 �"繝ビ緜C��185.197 

3　財産白線(一艇会計) 4　財産目線(特別会計)

#便貯金
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別掲　2　　　1 988年度予算(1988.4-1989.3)

1　収入の部

(円)

4.昭和6 3年度事業計画案の承認

第36回大会は,昭和64年5月下旬ある

いは6月初旬に長崎大学(長崎)において開

催する｡

シンポジウム｡テーマについて(継続検討)

等,諸事業計画が承認された｡

5.学会賞選考委員会報告及び学会賞の投与

･学会賞:本年は該当者なし｡

･学会奨励賞:　島　秀典｢栽培漁業の生産

共同化に関する一考察｣ ,

｢ホクテガイ増養殖地帯に

おける漁場利用と生産共同

化｣, ｢沿岸漁業における

老人漁家の形成と脱漁民の

パターン｣, ｢現代漁協運

動の目的と課題｣を『漁業

経済研究』に発表｡

6.学会賞選考委員の選出

長谷川彰,虞吉勝治の2氏の任期満了に伴

選考委員の選出が行われ,倉田亨,堀口健治

の2氏が新たに選考委員に選ばれました｡

7.日本学術会議等

･学術会議(1 4期)会員候補者及び,推薦

人届出のミスの処理について

(1)会員候補(水産学)の届出期限に事務局の

ミスで間に合わず,学術会議に受理されなか

った件について

会員候補の届出が期限切れとなり,今更

2　支出の部

(円)

会誌印刷*
通信発送徽
事横局雷
会　議　費

大.会鰻賛

負　　垂　金

雑　　　　費

500,000

80.008

58,000

80,ODD

200,008

42.ODD

10.000

I,962,000

繰　越　金 i.044.261

3.806.261

取り戻しが出来ないので,次期総会において

事実経過を説明し,陳謝する｡併せて,将来

にわたり学会の｢権利放棄｣と見なさないよ

に努力したい.

(2)地域農学分野の推薦人･鈴木旭氏を届出る

べきところ,短信Nn5 2号(1987.9)の掲載

ミスそのままに誤って中井昭氏を届出てしま

った件について

学術会議に対する本学会の立場は,本来的

に｢権利行使｣の手段として代表を選んだ訳

であって,鈴木旭氏か中井氏かの選択が本来

的に問われた訳ではない｡本会としては,節

角の権利であり,既に中井氏の登希と言うこ

とで動きだしていることもあり,中井氏がそ

のまま推薦人となることとしたい｡

(3)事務局責任体制の問題について

･総務に書記担当をおき,理事会等の会議議

事藤を取る｡また,事務局報告等の連絡文

書に関しては,総務と短信担当者との間で

記事をチックした後,短信に掲載する｡

㊥在京≡哩事会報告(7月9日)

1.次期大会(第35回大会)の準備

次期大会のシンポジウム･テーマは,中井

昭,増井好男,虞書勝治の3氏で原案を作り,

次期在京理事会までに決定することとした0

2.日本学術会議会員選挙の結果

･水産学分野

平野礼次郎(東京水産大学)
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丸茂　隆三(東京農業大学)

･地域農学分野

久間　一隆(京都大学)

後藤　完治(北海道大学)

長　　利夫(九州大学)

が投票の結果選出された｡ (全体の役員は次頁)

3.会員の動向

新入会員

山下　春子(早稲田大学大学院)

佐野　雅昭(東京水産大学大学院)

4.会計超当者の変更

会計担当理事の加瀬和俊理事のフランス留

学に伴い,留学期間中の会計事務を虞書勝治

理事と三輪千年理事が担当することとなった｡

㊥在京理事会報告(9月1 6日)

1.日本学術会議水産学研究連絡委員会委員の

選出

小野征一郎理事(東京水産大学教授)を推

薦することに決定した｡

2.日本盈学会賞の候補論文の推薦

今回は見送ることとした｡

3.日本農学会の6 4年度評議委員と道営委員

の推薦

評議委員に中井昭代表理事(東京水産大学

教授)を,運営委員として小野征一郎理事(

東京水産大学教授)を推薦することに決定した｡

4.次期大会(第3 5回大会)

中井昭シンポジウム担当理事から, 7月9

日の在京理事会議論を潜まえた素案が提出さ

れ,検討討議した結果,中井昭,小野征一郎.

虞書勝治の3理事で再度検討協議してもらう

こととなった｡

その結果, 3 5回大会シンポジウムテーマ

を.仮称『日本漁業の国際化と流通･消費構

造の変化一円高問題を中心に- 』とし,コー

ディネーターを小野征一郎理事が行うことと

なった｡

シンポ報告テーマ(仮称)と報告者は次の通り｡

①　日本漁業の国際化の検討課題一円高問題を

中心に-

小野征一郎(東京水産大学)

②　円高の水産物需給構造への影響

多屋　勝雄(東海区水産研究所)

③　水産物貿易構造の変化

度舌　勝治(東京水産大学)

④　円高と水産物流通問題

浜田　英嗣(長崎大学)

★ ｢山口水産問題懇話会｣の紹介

本会は, ｢会員相互の親睦をはかり会員の素

養を高めるとともに,併せて現代社会における

水産業の地位向上を図ること｣ (会則第3条)を

目的として組織された自主的な勉強会です｡会

員は現在2 0名余りであり,職域構成は漁業者,

県職員,漁連･信連･共水蓮･漁協などの職員,

新聞記者,大学教官など広い範囲に及んでいま

す｡本会の特徴は,職域にとらわれることなく,

水産業全般に関わる問題を幅広く勉強しようと

する者が手弁当で集まり,お互いの中にあるい

ろいろな問題を自由な立場で話し合えるところ

にあります｡活動は年3回の勉強会と会報の発

行を行っています｡

本会の前身は, ｢水産問題懇話会｣と称し,

昭和5 9年に発足しました.当初は,下関市在

住の気の合った者5-6人で,問題提起者を囲

んでのフリー･トーキンクが中心の運営を行っ

ていました｡夜は酒を呑み交わしながらの延長

戦となることも多く,無理をせずをモットーに,

年に1-2回の会合を定期的に続けることに意

義を兄い出していました｡この発足当初の基本

精神は現在に至っても,まったく変わっていま

せん｡

最近の活動報告をしますと,昨年1 2月に下

関市で開催しました.今年に入っての予定とし

て,山口市,萩市あるいは防府市,下関市の贋

序で勉強会を開いて行きたいと考えています｡

本会では,漁業者が積極的に話題提起し,か

つ投稿してくれて,勉強会を盛り上げてくれて

おり,しかもそうした意欲ある漁業者の発掘に

も本会を少なからざる役割を果たしていること

から,会員の一人として,発足当初の基本的精

神を堅持しつつ‥息の長い勉強会となるよう努

力していこうと思っております｡ (島　秀典)
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第14期日本学術会議役員について

第105回給金の第1日目に会長及び両副会長,総会終了後の各部会で部長,副部長及び幹事がそれぞれ次

のとおり選出されました｡

昭和63年7月25日

役員名 剋＊ｼ 亊i��ﾊHｸi��xﾘ効醜檠kﾂ�職名 

全長 刹ﾟ藤次郎 佝�8ﾔ逢r�東京大学名誉教授 

副会長(人文) 剔蜷ﾎ春彦 佝���ﾘﾟB�立正大学(経済)教授 

副合筆(自然) 剴n適格 兒ｨ���iZ逢r�慶席義塾大学名誉教授 

第 兀I+r�黒田催雄 ��讓ｧr�大阪大学(文)教授 副部長 冉ｹ�ﾉzI�"�社会学 冖ﾈﾌ8夐�Xｧr閏b仆8��
1 部､ 亅(饕�†番ケ瀬康子 倆�檠Y�2竟�檠]ｸ���日本女子大学(文)教授 

幹事 儂ﾉ69nﾉ+ﾂ�心理学 兩ｩ�y�Xｧr綾8��仆8��

第 兀I+r�西原道雄 冕�id�ｧr�神戸大学(汰)教授 副部良 ��ﾉ68ｪB�政治学 ��9'��Xｧr愛��ﾎ｢仆8��
2 部 亅(饕�経塚作太郎 俛�ﾝｸｭhﾅyd�ｧr�中央大学(汰)教授 

幹事 伜(岑ﾉ(鶯�公法学 凛ykﾘｭ��Xｧr嬰�仆8��

A 兀I+r�島袋嘉昌 佝�8ｧr�東洋大学(経営)教授 副部長 ��Y�霆ﾈ自��経済史 冖韭�ｧx���Xｧr鞍��ｻ8��
3 戟 亅(饕�木村栄一 傅Hｧr�中央大学(商)教授 

幹事 ��YY�]ｹWb�財政学.金融論 ���ｹ�Xｧr鞍��ｻ8��

第 兀I+r�中喝貞雄 兒謁ﾘｧr�東海大学(哩)教授 副部長 �69(h肢蔗�化学 �8ﾈｹ靫鮎i�Xｧxｧy+r�
4 戟 亅(饕�樋口敬二 �&雕YZ謁ﾘｧr�名古屋大学(水牌研)教授 

幹事 兌ﾙgｸﾔｹ&｢�動物科学 兩ｩ�y�Xｧr綾9wｲ仆8��

慕 兀I+r�岡村捻吾 �6H���,ｩ�ﾘﾔ逢r�東京電機大学(工)教授 副部珪 俘)�ｩ�ﾘ爾�金属工学 ��i?ｩgｹ�ｹ58鏸��8��ﾍｩn"�
5 戟 亅(饕�市川惇信 俾�:��xﾎB�東京工業大学大学院教授 

幹事 �:�gｹ�xｷb�都市地域計画 ���=��ﾉ�Xｧr慰ｘｻ8��

第 兀I+r�江川友治 �7��ｹNﾉ{�r�明治大学(農)教授 副部長 �(i�ﾈ諟自��農蓑総合科学 倆�&9d��ﾉE�i7冦逢x檠�ｩk�yﾘ饕�
6 部 亅(饕�鹿田格 ���Z映�R�千二菓大学名誉教授 

幹事 �亊Idﾂ�畜産学 �8ﾉfｹ�Xｧr右�ｻ8��

第 兀I+r�小坂樹徳 儼��I�8�2�虎の門病院院長 副部長 ��Y����枚能回復医学 冖韭�7HｸI�Xｧxｧy+r�
7 戟 亅(饕�伊藤正男 ��iMｨ怦ｧr�東京大学(医)教授 

幹事 �､TXﾕr�予防医学 仞��)�Xｧr�2仆8��
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≫告　知　版≪

加瀬和俊(東京水産大学)氏の｢沿岸漁業

の担い手と後継孝一就業構造の現状と展望- ｣

(成山堂　定価2,5 00円)を,当学会会員に

限り2,000円(送料実費, 1冊250)でお

分け致します｡購入希望者は,三鶴まで現金書

留等の郵便物にてお申し込み下さい｡ (三輪)0

なお,郵送料は切手を同封しておいて下さい｡

申し込み先

〒102　東京都千代田区麹町4-5

海事センタービル

(財)海上労働科学研究所

三　輪　千　年

>新刊紹介<

『北洋漁業の構造変化』

東京水産大学教授　中井　昭　薯

戦後再開期より200海里時代にいたる北洋漁

業の生産･経営面における構造変化の内容とそ

の要因を分析したもので,戦後日本漁業資本主

義の発達とその性格を明らかにすると共に,療

滅状態となった北洋漁業再建課題を提起したo

成山堂書店　A5判　404頁定価　5,800円

『食生活変貌のベクトル』

秋谷　重男,吉田　　忠　執聾

"飽食の時代''といわれる最近の食生活の変

化は,生活様式の洋風化といった表面的なもの

では推し量れないものとなっている｡輸入食品

の増大,流通機構の多様化等の供給サイドの変

化と,米を主食とする伝統的食生活等の需要サ

イドの変化といった両ベクトルの関係の中で,

最近の食生活を捉えようとするもの｡

農村漁村文化協会　A5判　313頁

定価　2,800円

『海を渡った朝鮮人海女』

キム･ヨン,ヤン･ジョンジャ　薯

第二次大戦末期に,済洲島を始めとする朝鮮

各地から日本-出稼ぎに来てそのまま定着した

朝鮮人海女を,同じ朝鮮人二世である女性二人

が千葉県房総半島の各地を訪ね,朝鮮人海女の

開き語りを収録したもの｡当時は,風船爆弾の

糊原料テングサを採取するために徴用され,日

本各地の海で潜っていたという｡

現在もなお,多くの朝鮮人海女達(老女たち)

は現役として働いているが,多くは漁協組合員

の資格もなく一代限りの不安定な身分として働

いている｡

新宿苔房　A5判　244頁　定価1,800円

学会短信/拓56 

1988.10 

事務局 

〒108東京都港区港南4-5-7 

東京水産大学内 

電話03(471)1251 
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